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1.  平成25年3月期第1四半期の業績（平成24年4月1日～平成24年6月30日） 

(注)平成24年３月期第１四半期につきましては、四半期連結財務諸表を作成し、四半期財務諸表を作成していないため、記載しておりません。 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第1四半期 876 ― △147 ― △159 ― △160 ―
24年3月期第1四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第1四半期 △41.64 ―
24年3月期第1四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第1四半期 5,222 1,405 26.9
24年3月期 5,339 1,566 29.3
（参考） 自己資本   25年3月期第1四半期  1,405百万円 24年3月期  1,566百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年3月期 ―
25年3月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3. 平成25年 3月期の業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 1,815 3.1 △140 ― △145 ― △145 ― △37.53
通期 3,810 9.8 △130 ― △155 ― △160 ― △41.41



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期1Q 4,605,760 株 24年3月期 4,605,760 株
② 期末自己株式数 25年3月期1Q 742,061 株 24年3月期 742,061 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期1Q 3,863,699 株 24年3月期1Q 3,865,634 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表に対するレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資
料P．２「１．当四半期決算に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災後およそ１年が経過し、一部に復興需要が見られるな

ど国内景気は緩やかな回復が見られるものの、欧州の金融債務問題に未だ解決の目処がたたず、同地域の景気後退が

顕著になっています。同様に米国経済も力強い回復とまでは言えず、中国をはじめとする新興国にも景気のスローダ

ウンが見えてきています。 

 このような環境下、当社は東日本大震災やタイの水害被害でサプライチェーンに大きなダメージを受けた自動車産

業が急回復したこと、また新規受注増により同分野向けの売上が大幅な増収となりました。デジタル家電をはじめと

するエレクトロニクス分野は回復する目処がたたないものの、エアコン等の家電分野は昨年の同時期に見られた節電

効果の高い電化製品特需の反動で若干の減収となりました。医療・食品その他分野はほぼ堅調に推移いたしました。

 昨年９月末に実行いたしました旧本社不動産の売却と拠点統合により販売費及び一般管理費を大幅に削減、また固

定費等製品原価の低減にも大いに取り組みました。 

 このような取り組みの中、当第１四半期累計期間において、実質的な業績は回復途上にありましたが、2012年７月

30日において、得意先であるポリマテック株式会社が民事再生手続開始の申し立てを行ったことから、修正後発事象

として取立不能のおそれのある債権が発生しました。このため、当第１四半期決算において１億74百万円の貸倒引当

金を追加で計上しました。  

 結果、当第１四半期累計期間は、売上高８億76百万円、営業損失１億47百万円、経常損失１億59百万円、四半期純

損失１億60百万円となりました。 

 なお、各セグメントの状況は次のとおりです。 

① 成形品セグメント 

 昨年春先から初夏に見られた節電効果の高い家電製品への特需の反動で、家電分野の売上に若干減少が見られた

ものの、東日本大震災やタイの水害のダメージから回復した既存受注製品の大幅増、独自技術のRHCMやインジェク

ションフィルターによる新規受注増により自動車分野の売上が大きく伸張いたしました。 

 液晶TVやノートPC等のエレクトロニクス分野の回復は見込めないものの、医療・食品その他分野はほぼ順調に推

移いたしました。  

 結果、本セグメントの売上高は８億42百万円、セグメント利益１億14百万円となりました。 

② 金型・技術セグメント 

 金型・技術セグメントは、大口の金型売上が第２四半期に予定されていることから当期間における売上は少なく

なっているものの、技術ロイヤリティ収入や装置売りにより、セグメント利益は期間中の計画を上回りました。 

 結果、本セグメントの売上高は34百万円、セグメント利益４百万円となりました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期会計期間末の資産合計は、52億22百万円となり、前事業年度末に比べ１億16百万円減少しました。

この主な要因は、貸倒引当金を計上したことによる減少１億73百万円等です。 

 負債合計は、38億16百万円となり前事業年度に比べ44百万円増加しました。この主な要因は、その他流動負債の

増加62百万円等によるものです。 

 純資産合計は、14億５百万円となり、前事業年度末に比べ１億61百万円減少しました。この主な要因は、利益剰

余金の減少１億60百万円等です。  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、16億85百万円となりまし

た。当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 税金等調整前四半期純損失１億59百万円を計上したものの、貸倒引当金の増加１億73百万円、仕入債務の増加88

百万円、減価償却費50百万円等の増加要因により、当第１四半期累計期間において営業活動の結果得られた資金は

１億43百万円となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 有形固定資産の取得による支出４百万円等により、当第１四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金

は３百万円となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 長期借入れによる収入１億50百万円、短期借入金の純増加額30百万円等の増加要因があったものの、長期借入金

の返済による支出２億90百万円等により、当第１四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は１億10百

万円となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（３）業績予想に関する定性的情報 

  2013年３月期第２四半期（累計）及び通期の業績予想につきましては、2012年５月14日に公表しました業績予想

から変更しております。詳細につきましては、本日（2012年８月９日）公表の「業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご参照ください。 

     

（１）当四半期累計期間における重要な子会社の異動 

  当該事項はありません。 

   

   

（２）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  当該事項はありません。 

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  当該事項はありません。 

   

   

 当社は、前事業年度までにおいて営業損失を計上しておりました。  

 当第１四半期累計期間においても、業績の本格回復には至っていないため、前事業年度に引き続き、継続企業の前

提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しています。 

 なお、 継続企業の前提に関する事項及びその改善策につきましては、後記「４．四半期財務諸表 （４）継続企

業の前提に関する注記」をご覧ください。 

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(2012年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(2012年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,655,534 1,685,469

受取手形及び売掛金 1,165,010 1,147,035

商品及び製品 81,766 123,841

仕掛品 37,716 36,500

原材料及び貯蔵品 52,057 56,885

その他 29,655 80,146

貸倒引当金 △14,502 △188,145

流動資産合計 3,007,238 2,941,733

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 985,084 969,497

機械及び装置（純額） 338,419 310,843

土地 249,509 249,509

その他（純額） 72,724 66,531

有形固定資産合計 1,645,738 1,596,382

無形固定資産 7,248 5,846

投資その他の資産   

投資有価証券 14,922 15,414

関係会社株式 140,196 140,196

投資不動産（純額） 238,595 238,458

保険積立金 246,200 249,140

その他 39,309 35,689

投資その他の資産合計 679,224 678,899

固定資産合計 2,332,212 2,281,127

資産合計 5,339,450 5,222,861

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 621,590 710,495

短期借入金 1,050,000 1,080,000

1年内返済予定の長期借入金 747,152 577,152

未払法人税等 3,750 2,732

その他 105,482 168,363

流動負債合計 2,527,975 2,538,743

固定負債   

長期借入金 1,068,802 1,098,680

退職給付引当金 115,050 122,169

役員退職慰労引当金 45,254 42,187

その他 15,409 15,129
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（単位：千円）

前事業年度 
(2012年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(2012年６月30日) 

固定負債合計 1,244,516 1,278,166

負債合計 3,772,492 3,816,910

純資産の部   

株主資本   

資本金 595,916 595,916

資本剰余金 744,503 744,503

利益剰余金 523,995 363,107

自己株式 △297,932 △297,932

株主資本合計 1,566,482 1,405,594

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 475 355

評価・換算差額等合計 475 355

純資産合計 1,566,957 1,405,950

負債純資産合計 5,339,450 5,222,861
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 2012年４月１日 
 至 2012年６月30日) 

売上高 876,964

売上原価 758,206

売上総利益 118,757

販売費及び一般管理費 266,455

営業損失（△） △147,697

営業外収益  

受取利息 109

受取配当金 13

受取賃貸料 3,881

その他 1,771

営業外収益合計 5,775

営業外費用  

支払利息 15,356

その他 2,715

営業外費用合計 18,071

経常損失（△） △159,993

特別利益  

固定資産売却益 509

特別利益合計 509

特別損失  

固定資産除却損 0

特別損失合計 0

税引前四半期純損失（△） △159,484

法人税、住民税及び事業税 1,403

法人税等合計 1,403

四半期純損失（△） △160,887
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 2012年４月１日 
 至 2012年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純損失（△） △159,484

減価償却費 50,827

貸倒引当金の増減額（△は減少） 173,642

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3,066

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,118

受取利息及び受取配当金 △122

支払利息 15,356

固定資産除売却損益（△は益） △509

売上債権の増減額（△は増加） 17,974

たな卸資産の増減額（△は増加） △45,686

仕入債務の増減額（△は減少） 88,905

その他 17,163

小計 162,118

利息及び配当金の受取額 105

利息の支払額 △14,570

法人税等の支払額 △3,750

営業活動によるキャッシュ・フロー 143,901

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △4,849

有形固定資産の売却による収入 1,485

投資有価証券の取得による支出 △611

その他 185

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,789

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 30,000

長期借入れによる収入 150,000

長期借入金の返済による支出 △290,122

その他 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △110,126

現金及び現金同等物に係る換算差額 △50

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 29,934

現金及び現金同等物の期首残高 1,655,534

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,685,469
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     当第１四半期累計期間（自2012年４月１日 至2012年６月30日） 
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）セグメント利益の合計額は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しています。 

   

 当該事項はありません。     

   

  当該事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

当事業年度 
（自 2012年４月１日 
至 2012年６月30日） 

 当社は、前事業年度及び当第１四半期累計期間において営業損失を計上しております。 

 当第１四半期累計期間においては、業績は回復途上にあったものの、2012年７月30日において、当社の得意先であ

るポリマテック株式会社が民事再生手続開始の申立てを行ったことにより取立不能のおそれのある債権が発生しまし

た。これを受け、当社は、当第１四半期累計期間に、 百万円の貸倒引当金を追加計上し、営業損益、経常損益、当

期純損益はいずれも損失となっています。 

 当第１四半期累計期間においては、業績の本格回復に至っていないことから、前事業年度に引き続き、継続企業の

前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しています。 

 当社は、当該状況を解消するため、以下の対応策を講じ、実施しています。 

174

(1) 2011年５月に策定した中期３ヵ年経営計画（第70期～第72期）によって変革と成長の推進を図っています。 

(2) 2011年１月に実施した「栃木工場」への組織再編（旧西方工場と旧栃木ＣＲ工場の統合）後、継続的に製造原価

領域の競争力を向上させています。 

(3) 2011年９月に旧本社不動産（埼玉県草加市）を売却し、本社機能を栃木工場（栃木県栃木市西方町）へ移転集約

を完了させたことで、販売費及び一般管理費の削減効果が現れております。引き続き、取締役報酬や諸々の委託

費等の固定費の削減を通じて、継続的に損益分岐点の引き下げを推進しています。 

(4) 自動車、医療・食品・その他セグメントの新旧顧客に対する、営業・技術組織体制を強化・拡充します。現在も

得意先との間で新規案件に対する試作・開発が進行中であり、また、前述の諸固定費が削減されていることか

ら、損益分岐点が低下しており、営業損益段階での安定的な改善が見込まれます。  

(5) 資金繰りについて 

① 当面の厳しい事業環境を乗り越えるべく、メインバンクを中心に既存取引銀行と緊密な関係を維持しており、

継続的な支援を前提とした資金計画を構築し、必要資金の確保について綿密に連携中です。 

② 当第１四半期会計期間にメインバンクである株式会社みずほ銀行との間で200百万円のコミットメントライン契

約を締結しました。 

 以上のとおり、上記の対応策を進めている途上ですが、これらの施策は、受注動向や経済環境に左右されることか

ら、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

 なお、当社の財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を財

務諸表に反映していません。 

  

（５）セグメント情報等

  （単位：千円）

  成形品 金型・技術 調整額 
四半期損益計算
書上計上額 

（注） 

売上高         

外部顧客への売上高  842,944  34,020  －  876,964

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －

計  842,944  34,020  －  876,964

セグメント利益  114,623  4,133  －  118,757

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象
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